

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































タイプ 肉　　眼　　的　　特　　徴 構成比　（％） 所　　属
A 多孔質・黒色・ガラス質・比鮫的細粒の複輝石安山岩～かんらん石安山岩．しばしぱパン皮火山弾をなす． 37
B 徴密・黒色・堅硬の複輝石安山岩まれに大型角閃石斑晶を伴う、 23広河原減容岩・キレット安山岩

























































































































































































































































































?????? ??????? ????? ??（?? ????????
大月川岩屑流 天狗岳 A－D．888 17 500．3512 1400O．12
韮崎岩屑流 （権現岳） 更新世中期 90 200＞9 4431500．07
尾白川泥流 （南八ヶ岳） 更新世中期 10 10 一　　　一 ？ 一　　　一 ．．
C沢泥流 更新世中期 ．　　　一 ‘　　　‘ ‘　　　‘ ’　　　． ’　　　‘ 一　一
杣添泥流 更新世中期 一　　　一 20 ．　一 一　　　一 一　　　一 ’　■
A沢泥流 更新世中期 一　　　　　■ 12 ■　　　　　一 ■　　　　　一 ■　　　　　■ ・　’
松葉川泥流 更新世中期 一　一 80 ■　　　■ ■　■ 1　一 一　　　一????
本剛11泥流 （古麦草火山） 更新世前期 20 50 0．8 一　　　・ 一　・ 一　　　　　一
土岩泥流 （古蓼科火山） 更新世前期 10 45 0．4 一　　　一 一　　　一 一　　　　　■
観音寺泥流 （霧が峰付近） 更新世前期 90 120 6 30 ‘　　　・ 一　　　■
4．八ケ岳のまとめ
　本報告では規模が大きく，比較的調査の進んでいる7例をとり上げて検討を行なった．そ
れを総括したものが表4である．更新世の中期に比較的活発に岩屑流を出していた様にも見
える．しかしその絶対年代は明確にされておらず，その点は今後の課題である．また，八ケ
岳では堆積物の記載が殆んどで，崩壊源・流走域に関する知見はほとんど得られていない．
火山列全体の調査はかなり進んだとはいえ，未解明の問題は数多く残されている．
　八ケ岳は長い活動史を持つ火山であり，火山噴出物の種類は多くその総量も大きい．岩屑
流堆積物は降下堆積物などと違い分布範囲が限られているため，今回とりあげた堆積物以外
にも岩屑流による堆積物が見落とされている可能性はある．八ケ岳は詳細な地質調査が進ん
でいるとはいえ，調査ルートのほとんどは沢沿いであり，露出の悪い山麓緩斜面は殆んど
調査されていない．特に南八ケ岳山麓は大規模な火山麓扇状地に覆われているため，今後の
調査によっては更に多くの岩屑流堆積物が見つかる可能性も残されている．八ケ岳全体では
かなりの回数の岩屑流が発生したと考えられる．
　今回はほとんどの岩屑流の発生源の確認ができなかった．これは時代的に古いものが多く，
崩壊地形が明瞭に残されていないためである．いくっかの崩壊地形は認められるが，それと
堆積物の関係は大別11岩屑流を除いては確認されていない．今後，堆積物に含まれる岩塊の
岩相と山体部における溶岩の層序・分布を対比させることなどによって推定を行なっていく
必要があると考えられる．
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　一つの成層火山において山体崩壊・岩屑流が3回以上発生しているという前報の“まとめ”
は，今回の八ケ岳火山においても裏付げられた．それ以外の“まとめ”については，崩壊源
が不明確であるため積極的な事実は見出されていないが　少なくともそれを否定するような
事実は出ていない．
今後の山体崩壊と岩屑流の発生の可能性
　八ケ岳火山自体はかなり開析されたとはいえ依然急峻な地形を持つ火山であることから，
山体崩壊の危険性は残されており，岩屑流について関心を払う必要がある．八ケ岳山麓は近
年特に観光開発が進み，広大な山麓には別荘地やペンション村などが作られている．そのた
め災害に対するポテンンヤルは年々増加している．それに加え，山体上部で発生する斜面崩
壊は小規模であっても，土石流として流下する可能性は大きく，氾濫・堆積域となる谷の出
口付近や勾配変換点では注意が必要である．八ケ岳は歴史時代には火山活動の記録はないと
はいえ，完新世まで活動していた火山であるので，完全に活動を停止した火山とはいい切れ
ず，依然として何らかの警戒は必要である．
5．あとがき
　引用文献リストには，八ケ岳の岩屑流に関する参考資料として，本文中に引用．しなかった
文献についてもできる限り掲載した．
　この報告書を書くに当たっては第3研究部の大八木規夫部長と田中耕平地表変動防災研究
室長からは研究の進め方および報告の内容などに関して多くの助言を頂いた．また，清水主
任研究官からは文献等の紹介，地形学の面での助言を頂いた．また旧降雨実験室の諸氏から
は報告を書くに当たっての基本的な点に助言を頂いた．国立防災科学技術センター所長高橋
博博士からは，引き続きこのテーマでまとめるよう助言を頂いた．以上の方々に深く感謝を
申し上げます．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　引　用　文　献
1）Aramaki，S、（工981）：The　sequence　and　nature　of1783eruption　of　Asama　Vblcano，
　　IAVCEI　symposium　Abstructs，11－12．
2）郷原保真・熊井久雄・酒井潤一（1978）：第四紀の不整合にっいて一八ケ岳火山山麓を列として一．
　不整合討論会予稿集，141－155．
3）橋本尚幸・川野辰男・磯山　功・窪木時雨郎・奥海　靖（1976）：韮崎火砕流および流れ山（泥流
　丘）の地形学的考察．地調月報，27，625－683．
4）飯島南海夫・田口今朝男・片岡健治（1966）：千曲川上流地方の第四紀地質．第四紀，8．52－55．
5）飯島南海夫・田口今朝男・片岡健治・友野邦彦・六川忠信・小林将喜（1968）：千曲川上流地方の
　第四紀地質（その1，2）．地球化学，22，1－10，78’85．
6）飯島南海夫・山辺邦彦・甲田三男・石和一夫・小宮山孝一（1969）：千曲川上流地方の第四紀地質
　　（その3），一とくに上小湖成層にっいて一．地球化学．23，63’72．
7）井口　隆（1988）：日本における火山体の山体崩壊と岩屑流．一磐梯山，烏海山，岩手山r国立
一219一
国立防災科学技術センター研究報告　第43号　1989年3月
　　防災科学技術センター研究報告，Vol．4］，163－275．
8）石田　高（1972）：韮崎火砕流の新産地，山梨地学，16・17，6－10．
9）片田正人（1956）：5万分の1地質図幅r甲府」及び同説明書，地質調査所，27P．
10）河内晋平（1961）：八ケ岳火山列，I・1I・地球化学，55，56，1－8；11－17．
11）Kawachi，S．（1972）：On　the　arrangements　of　Volcanoes　in　the　Yatsugatake　Volcanic
　　Chain　wi　th　sPecial　reference　tO　the　basement．Jour．Fac．Sci．Hokkaido　Univ．，ser．
　　4，　vo　l．15，　1－2，　P．139一ユ55．
12）河内晋平（1974－75）：蓼科山地域の地質．地域地質研究報告（5万分の1図幅），地質調査所，
　　119p．
13）河内晋平（1977）：八ケ岳地域の地質．地域地質研究報告（5万分の1図幅），地質調査所，93p．
14）河内晋平（1981）：八ケ岳大別11r泥流」．地質学会88年演旨集，295．
15）河内晋平（1983a）：八ケ岳大月111岩屑流．地質雑．89，173－183．
16）河内晋平u983b）：八ケ岳大月川岩屑流の14C年代．地質雑，89，599－600．
17）河内晋平・荒牧重雄（1979）：小諸地域の地質1地域地質研究報告（5万分の1図幅），地質調査
　　所，
18）河内晋平・北沢和男・小林武彦（1967a）：八ケ岳北西山麓の火砕流堆積物．地質雑，73，139－
　　150．
19）河内晋平・北沢和男（1967b）：八ケ岳大塩火砕流（円頂丘形成期）の絶対年代．地球化学，21，21
　　－22．
20）河内晋平・北沢和男・那須孝梯（1969）：八ケ岳東麓の地質．地質雑，75　21－25．
21）木崎善雄（1955）：御牧ケ原の地質．北佐久郡誌、67－106．
22）北沢和男・河内晋平（ユ967）：八ケ岳北西山麓のローム層．地質雑，73，199－206．
23）北八ケ岳サブグループ（1980）：八ケ岳北東麓における鮮新一更新統．島弧変動，2号，39－47．
24）北八ケ岳サブグループ（八ケ岳団体研究グループ）（1988），八ケ岳山麓の鮮新・下部更新統一特
　　に八千穂層群について，地団研専報　N①34，15－52．
25）小林武彦（1985）：御嶽火山の活動史と長野県西部地震による崩壊地の地質．日本地形学連合シン
　　ポジゥム資料質r火山体の解体およびそれに伴う土砂移動」．48一・58．
　　守谷以智雄（1984）：苗場火山北麓の溶岩流．日本火山学会編r空中写真による日本の火山地形」．
　　24－25，東大出版会．
26）河野義礼・青木謙一郎，（1959）：八幡平およびその周縁火山群の岩石．火山，2集，4巻，2号．
27）甲府盆地第四紀研究グループ（ユ969a）：八ヶ岳南麓の地質．地質雑，75，406－416．
28）甲府盆地第四紀研究グループ（1969b）：韮崎型火砕流の提唱と流れ山の成因について．地質雑，
　　75，　485－489．
29）三村弘二（1971）：韮崎火砕流の自然残留磁気（演旨）．火山，2集，12，149．
30）三村弘二（1967）：黒富士火山の火山層序学的研究．地球科学，vo1．21－3，p．1－10．
31）Mimura，K．＆Kawachi，S．（1981）：Nirasaki　debris　avalanche，a　catastrophic　event　at
　　the　Yatsugatake　volcanic　chain，central　Japan．1981IAVCE　I　Symposium．Tokyo　and
　　Hakone，p．237．
32）三村弘二・藤本丑雄・日向忠彦・市111重徳・河内晋平・種市瑞穂（1971）：韮崎火砕流の自然残留
　　磁気（演旨）．火山，第2集，15，146－147．
33）三村弘二・河内晋平・藤本丑雄・種市瑞穂・日向忠彦・市川重徳・小泉光昭（1982）：自然残留磁
　　気からみた韮崎岩屑流と流れ山．地質学雑誌，Vol．88，653－663．
34）三沢勝衛（1942）：八ケ岳火山西南山麓に於ける小円丘群．地理教育，vol．1，p．69－75．
35）水野　裕（1958）　翁島泥流の地形　一特に流れ山について　，東北地理，Vol11，22－24
36）百瀬貢（1982）：八ヶ岳東麓のDryAvalanche．駒沢大学大学院地理学研究，Vo1．12，
37）守屋以智雄（1983）：日本の火山地形．東京大学出版会，135p．守屋以智雄（1984）：苗場火山・
　　北麓の溶岩流．日本火山学会編r空中写真による日本の火山地形」，24－25，東大出版会．
38）中111鮮・樋□和男（ユ986）：小諸地域の地すべりについて（序報）．京大防災研年報，Vol．29，
　　B－1，　331－340．
39）韮崎団研グループ（1968）：韮崎団研．第四紀，vo1．12，p．67－71．
40）大木靖衛・小林忠夫編著（1987）：日本の火山．平凡社，113p．
4］）斉藤　豊（1958）：野辺山原の地質．信州大学教育研究集，9，219－226．
一220一
八ケ岳火山における山体崩壊と岩屑流一日本における火山体の山体崩壊と岩屑流（その2）一井口
42）信州研究グループ（1969）：中部地方山間盆地の第四系．地団研専報，Nα15，217－262．
43）塩川団研（1963）：八ケ岳東麓の第四紀地質一多摩ロームの起源一．第四紀，vol．4，p．24－26．
44）鈴木隆介（ユ966）：いわゆる韮崎泥流について（予報）．地理評，Vo1．39，363－364．
45）鷹野一弥（1965）：長野県南佐久郡松原湖沼群の生成年代の考察．信濃，17，726－731．
46）田口今朝男・友野邦彦・塩川層研究グループu976）：小諸層群における二・三の問題点（演旨）．
　　昭和51年地質学会演旨集，171．
　　宇井忠英（1987）：火山体で発生する岩層流の流動プロセス。地形，Vo18，83－93．
　　Vi，T．（1983）：Volcanic　dry　avalanche　deposits－Identificationand　Comparison
　　with　nonvolcanic　debuis　stream　deposits・Jour．Volcanol．Geotherm．Res．，18，ユ35－
　　150．
47）山崎直方（1898）：八ケ岳火山群地質調査報文，震予報告，vo1．20，p．13－70．
48）八ケ岳団体研究グループu976）：八ケ岳火山活動の概要一とくに中期洪積世以降の火山活動につ
　　いて一．地球科学，vol．30，p．87－94．
49）八ケ岳団体研究グループ（1977）：八ケ岳火山東麓の中部更新統．地質学論集，14号，ユ03－125．
50）八ケ岳団体研究グループ（1982）：八ケ岳山麓に分布する更新統一火山活動にともなう湖盆の変遷
　　について一．地団研専報，24号，287－298．
51）八ケ岳団体研究グループ（1988a），八ケ岳山麓の地質概要，地団研専報　Nα34，1一工3．
52）八ケ岳団体研究グループ（1988b），八ケ岳山麓の中部更新統，地団研専報　Nα34，53－89．
53）八ケ岳団体研究グループ（1988c），八ケ岳山麓の上部更新統，地団研専報　Nα34，91－109．
54）八ケ岳団体研究グループ（1988d），八ケ岳の火山活動と湖盆の変遷，地団研専報　Nα34，249－272．
55）吉田充夫（1980）：八ケ岳東麓野辺山原周辺の第四系一特に広瀬層群の層序と古地磁気について．
　　地球化学Vol．34，183－199．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1988年12月19日　原稿受理）
＿221一
